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カリキュラムツリー
健康医療スポーツ学部
医療スポーツ学科
アスリートコース

(2025年度入学生)
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築
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DP1 知識・理解 DP2 当該分野固有の能力 DP3 汎用的能力

4

3

2

1

年
次 資格関連科目

教職に関する科目

学部共通
セミナー
コア

カリキュラム

前期

後期

通年

● 必修

○ 選択

集中

●
ア
ド
バ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー

Ⅱ

A

・
Ⅱ

B

○教職概論
○教育原理
〇教育課程論
○発達心理学
○生涯学習論

○メディアと教育
○教育制度論
○地域生涯学習論

○教科教育法
（保健体育）Ⅱ

○教育方法・技術論
〇特別活動の指導法
〇道徳教育の指導法
○総合的な学習の時間
の指導法

〇教科教育法
（保健体育）Ⅰ

○教育方法・技術論
○生徒・進路指導法
○特別の支援を必要と
する子どもの理解

○教育相談

○教科教育法
（保健体育）Ⅳ

〇教科教育法
（保健体育）Ⅲ

〇介護体験実習Ⅰ
〇介護体験実習Ⅱ

〇教職実践演習
（中・高）

〇教育実習Ⅰ
〇教育実習Ⅱ
〇教育実習Ⅲ

DP4 態度・姿勢

教養科目
社会人としての教養を

身につける

 ●基礎医療英語Ⅰ
 ●基礎医療英語Ⅱ
 ●情報リテラシー演習・DS概論

  ホリデー留学
人間関係論
コミュニケーション論
異文化理解
社会福祉原論

   社会保障
生涯福祉
ボランティア論
レクリエーション論

 ●レクリエーション実技Ⅰ
レクリエーション実技Ⅱ
健康とスポーツ
予防と介護
会計学
法学
民法・商法
社会学
日本国憲法
企業と倫理
生活と倫理
コンピュータ概論
心理学
臨床心理学
老年心理学
生命倫理
生涯学習論
自己啓発
地域福祉
児童福祉
老人福祉
障害福祉
オフィスコミュニケーションⅠ
オフィスコミュニケーションⅡ
国際コミュニケーションⅠ
国際コミュニケーションⅡ
国際コミュニケーションⅢ

SDGs概論

SDGs各論A

SDGs演習

SDGs各論C

SDGs各論B

専門基礎科目
スポーツ指導，トレーナーとしての基礎知識を身につける

専門科目

保健体育教師，アスレティックトレーナーとしての
基礎知識と応用力を身につける

共通専門科目

スポーツ指導者としての教養を
身につける

学
び
の
ス
テ
ッ
プ

就 職 ・ A T 試 験 ・ 教 員 採 用 試 験 ・ 競 技 継 続

○インターンシップⅠ

○キャンプ実習

○学校ボランティアⅠ

○学校ボランティアⅡ

○キャリアプラン

○インターンシップⅡ

○チーム医療論

○チーム医療演習

○デンバー研修

〇スポーツ指導論

〇スポーツ心理学
〇スポーツトレーニング入門

〇トレーニング科学
○スポーツ倫理

〇スポーツ医学入門

○スポーツ指導実習

○コーチング論
○体育・スポーツ施設管理論
○総合実技Ⅰ

○総合実技Ⅱ
〇スポーツマネジメント論

〇スポーツ栄養学
〇体育実技（陸上競技）
〇体育実技（武道）
〇保健体育概論
〇スポーツ経営管理学
〇学校保健
〇精神保健学Ⅱ

〇スポーツ社会学
〇体育実技（体つくり運動）
〇体育実技（水泳）
〇体育実技（球技）
〇体育実技（ダンス）
〇公衆衛生学
〇精神保健学Ⅰ

〇リコンディショニングⅡ
○リコンディショニングⅢ
〇アスレティックトレーニングⅢ
〇アスレティックトレーナー現場実習
〇トレーニング実技Ⅰ
〇アスレティックトレーナー総論Ⅰ
〇アスレティックトレーナー総論Ⅱ

〇トレーニング実技Ⅱ
〇アスレティックトレーナー総論Ⅲ
〇アスレティックトレーナー総論Ⅳ

〇アスリートのメンタルマネジメント
〇コンディショニング実習Ⅲ
〇リコンディショニングⅠ
〇救急対応Ⅱ
〇アスレティックトレーニングⅡ
○スポーツ生理学Ⅱ

〇バイオメカニクス
〇検査・測定と評価
〇コンディショニング実習Ⅱ
〇スポーツ外傷・障害予防論
〇アスレティックトレーニングⅠ
〇健康管理とスポーツ医学

○アスレティックトレーナーの役割
〇人体の解剖と機能Ⅰ
〇コンディショニング実習Ⅰ

〇トレーニング科学演習
〇人体の解剖と機能Ⅱ
〇スポーツ医学（外科系）
〇スポーツ医学（内科系）
〇救急対応Ⅰ
〇アスレティックトレーナー現場実習入門

〇アスレティックトレーナー総論Ⅴ

○アスレティックトレーナー総論Ⅵ

〇スポーツ現場実習



健康医療スポーツ学部医療スポーツ学科アスリートコース ディプロマポリシー（2025年度入学生）

1．知識・理解

① 幅広い視野に立った教養やコミュニケーション能力を修得している。

② スポーツ医科学の基本的な概念と理論を理解し、幅広い知識を修得している。

③ 学んだ知識を他者のみならず自らの競技活動で応用し、問題解決に役立てる能力を修得している。

④ スポーツ医科学の最新の知識や技術を継続的に学び続ける姿勢を修得している。

2．当該分野固有の能力

① スポーツ医科学の基本原理を理解し、競技力向上のためのトレーニグ法などを自ら実践するとともに他者へ指導できる能力を修得している。

② 正確な健康状態および体力の把握方法を理解し、他者や自らに適した各種プログラムを作成するとともに指導できる能力を修得している。

③ アスリートや指導者としてスポーツ医科学分野における多職種と連携するコミュニケーション能力と協力姿勢を修得している。

3．汎用的能力

① 社会のルールやマナーを理解し、日常生活や職業生活において適切に行動する能力を修得している。

② 異なる背景や価値観を持つ人々と効果的にコミュニケーションを取る能力を修得している。

③ 国際的な視野を持ち、グローバルな課題に対して柔軟に対応し、国際社会で活躍できる能力を修得している。

4．態度・姿勢

① 地域社会やスポーツコミュニティに積極的に関与し、健康増進やスポーツ振興に貢献する。

② スポーツを通じた健康増進に寄与し社会に貢献する意識を持ち、実際の活動に取り組む姿勢を修得している。

③ 競技者、体育・スポーツの専門家としての自覚を持ち、常に高い専門性とプロフェッショナリズムを維持する。
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カリキュラムツリー
健康医療スポーツ学部
医療スポーツ学科
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DP1 スポーツ医科学を理解し、適切なトレーニ
ング法の知識とコミュニケーション能力を有し、か
つ実践できる。

DP2 スポーツ医科学を理解し，正しい健康状態・
体力の把握法の知識を有し且つ実践できる。

DP3 運動・スポーツの専門家として、積
極的に身体活動の普及指導ができる。

4

3

2

1

年
次 資格関連科目

教職に関する科目

学部共通
セミナー
コア

カリキュラム

前期

後期

通年

● 必修

○ 選択

集中

●
ア
ド
バ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー

Ⅱ

A
・
Ⅱ

B

○教職概論
○教育原理
〇教育課程論
○発達心理学
○生涯学習論

○メディアと教育
○教育制度論
○地域生涯学習論

○教科教育法
（保健体育）Ⅱ

○教育方法・技術論
〇特別活動の指導法
〇道徳教育の指導法
○総合的な学習の時間

の指導法

〇教科教育法
（保健体育）Ⅰ

○教育方法・技術論
○生徒・進路指導法
○特別の支援を必要と

する子どもの理解
○教育相談

○教科教育法
（保健体育）Ⅳ

〇教科教育法
（保健体育）Ⅲ

〇介護体験実習Ⅰ
〇介護体験実習Ⅱ

〇教職実践演習
（中・高）

〇教育実習Ⅰ
〇教育実習Ⅱ
〇教育実習Ⅲ

DP4 運動・スポーツの専門家として、生涯
にわたって自ら学び続ける向上心を基に社
会貢献ができる。

教養科目
社会人としての教養を

身につける

●基礎医療英語Ⅰ
●基礎医療英語Ⅱ
●情報リテラシー演習・DS概論
ホリデー留学
人間関係論
コミュニケーション論
異文化理解
社会福祉原論
社会保障
生涯福祉
ボランティア論
レクリエーション論

●レクリエーション実技Ⅰ
レクリエーション実技Ⅱ
健康とスポーツ
予防と介護
会計学
法学
民法・商法
社会学
日本国憲法
企業と倫理
生活と倫理
コンピュータ概論
心理学
臨床心理学
老年心理学
生命倫理
生涯学習論
自己啓発
地域福祉
児童福祉
老人福祉
障害福祉
オフィスコミュニケーションⅠ
オフィスコミュニケーションⅡ
国際コミュニケーションⅠ
国際コミュニケーションⅡ
国際コミュニケーションⅢ

SDGs概論

SDGs各論A

SDGs演習

SDGs各論C

SDGs各論B

専門基礎科目
スポーツ指導，トレーナーとしての基礎知識を身につける

専門科目

保健体育教師，アスレティックトレーナーとしての
基礎知識と応用力を身につける

〇スポーツ指導論

〇スポーツ心理学
〇スポーツトレーニング入門

〇トレーニング科学
○スポーツ倫理

〇スポーツ医学入門

○スポーツ指導実習

〇リコンディショニングⅡ
○リコンディショニングⅢ
〇アスレティックトレーニングⅢ
〇アスレティックトレーナー現場実習
〇トレーニング実技Ⅰ
〇アスレティックトレーナー総論Ⅰ
〇アスレティックトレーナー総論Ⅱ

〇トレーニング実技Ⅱ
〇アスレティックトレーナー総論Ⅲ
〇アスレティックトレーナー総論Ⅳ

〇アスリートのメンタルマネジメント
〇コンディショニング実習Ⅲ
〇リコンディショニングⅠ
〇救急対応Ⅱ
〇アスレティックトレーニングⅡ
○スポーツ生理学Ⅱ

〇バイオメカニクス
〇検査・測定と評価
〇コンディショニング実習Ⅱ
〇スポーツ外傷・障害予防論
〇アスレティックトレーニングⅠ
〇健康管理とスポーツ医学

○アスレティックトレーナーの役割
〇人体の解剖と機能Ⅰ
〇コンディショニング実習Ⅰ

〇トレーニング科学演習
〇人体の解剖と機能Ⅱ
〇スポーツ医学（外科系）
〇スポーツ医学（内科系）
〇救急対応Ⅰ
〇アスレティックトレーナー現場実習入門

〇アスレティックトレーナー総論Ⅴ

○アスレティックトレーナー総論Ⅵ

〇スポーツ現場実習

○コーチング論
○体育・スポーツ施設管理論
○総合実技Ⅰ

○総合実技Ⅱ
〇スポーツマネジメント論

〇スポーツ栄養学
〇体育実技（陸上競技）
〇体育実技（武道）
〇保健体育概論
〇スポーツ経営管理学
〇学校保健
〇精神保健学Ⅱ

〇スポーツ社会学
〇体育実技（体つくり運動）

〇体育実技（水泳）
〇体育実技（球技）
〇体育実技（ダンス）
〇公衆衛生学
〇精神保健学Ⅰ

共通専門科目

スポーツ指導者としての教養を
身につける

○インターンシップⅠ

○キャンプ実習

○学校ボランティアⅠ

○学校ボランティアⅡ

○キャリアプラン

○インターンシップⅡ

○チーム医療論

○チーム医療演習

○デンバー研修

就 職 ・ A T 試 験 ・ 教 員 採 用 試 験 ・ 競 技 継 続
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の
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専門基礎科目
スポーツ指導，トレーナーとしての基礎知識を身につける

専門科目

保健体育教師，アスレティックトレーナーとしての
基礎知識と応用力を身につける

学
び
の
ス
テ
ッ
プ

DP1 スポーツ医科学を理解し、適切なトレーニ
ング法の知識とコミュニケーション能力を有し、か
つ実践できる。

DP2 スポーツ医科学を理解し，正しい健康状態・
体力の把握法の知識を有し且つ実践できる。

DP3 運動・スポーツの専門家として、積
極的に身体活動の普及指導ができる。

4

3

2

1

年
次 資格関連科目

教職に関する科目

教養科目
社会人としての教養を

身につける

学部共通
セミナー
コア

カリキュラム

就 職 ・ A T 試 験 ・ 教 員 採 用 試 験

キャリア形成

スポーツ指導者としての教養を
身につける

前期

後期

通年

● 必修

○ 選択

集中

●
ア
ド
バ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー

Ⅱ

A
・
Ⅱ

B

○インターンシップⅠ

○キャンプ実習
○スキー実習

○学校ボランティアⅠ

○学校ボランティアⅡ

○キャリアプラン

○インターンシップⅡ

○教職概論
○教育原理
〇教育課程論
○発達心理学
○生涯学習論

○メディアと教育
○教育制度論
○地域生涯学習論

○教科教育法
（保健体育）Ⅱ

○教育方法・技術論
〇特別活動の指導法
〇道徳教育の指導法
○総合的な学習の時間

の指導法

〇教科教育法
（保健体育）Ⅰ

○教育方法・技術論
○生徒・進路指導法
○特別の支援を必要と

する子どもの理解
○教育相談

○教科教育法
（保健体育）Ⅳ

〇教科教育法
（保健体育）Ⅲ

〇介護体験実習Ⅰ
〇介護体験実習Ⅱ

〇教職実践演習
（中・高）

〇教育実習Ⅰ
〇教育実習Ⅱ
〇教育実習Ⅲ

〇スポーツ指導論
〇スポーツ栄養学

〇体育実技（陸上競技）
〇体育実技（武道）
〇保健体育概論
〇スポーツ経営管理学
〇学校保健
〇精神保健学Ⅱ

〇スポーツ心理学
〇スポーツトレーニング入門

〇トレーニング科学
○スポーツ倫理

DP4 運動・スポーツの専門家として、生涯
にわたって自ら学び続ける向上心を基に社
会貢献ができる。

〇スポーツ社会学
〇スポーツ医学入門

〇体育実技（体つくり運動）

〇体育実技（水泳）
〇体育実技（球技）
〇体育実技（ダンス）
〇公衆衛生学
〇精神保健学Ⅰ

○スポーツ指導実習

○アスレティックトレーナー現場実習Ⅲ

○アスレティックトレーナー現場実習Ⅱ
〇スポーツ指導実習

〇バイオメカニクス
〇予防とコンディショニングⅠ
○スポーツと食事
〇トレーニング実技Ⅰ

〇アスリートのメンタルマネジメント
○予防とコンディショニングⅡ
○アスレティックリハビリテーションⅠ
〇トレーニング実技Ⅱ

〇トレーニング科学演習
○運動生理学
〇スポーツ外傷・障害の基礎知識Ⅰ
〇スポーツ外傷・障害の基礎知識Ⅱ
〇検査・測定と評価Ⅱ
○救急処置

〇健康管理とスポーツ医学
〇検査・測定と評価Ⅰ

〇運動器の解剖と機能Ⅰ

○アスレティックトレーナーの役割
〇運動器の解剖と機能Ⅱ

〇アスレティックトレーナー特講Ⅰ
○アスレティックリハビリテーションⅡ

○アスレティックトレーナー特講Ⅱ

○アスレティックトレーナー現場実習Ⅰ

〇スポーツコンディショニング

〇栄養学
○臨床心理学Ⅰ
〇臨床心理学Ⅱ
〇老年心理学
〇発達心理学
〇アロマセラピーⅡ
〇健康とスポーツ

〇画像診断学

〇予防と介護

〇バイオエシックス
〇アロマセラピーⅠ

〇スポーツ医学
〇スポーツ生理学

〇スポーツマネジメント論
○コーチング論
○総合実技Ⅰ

○総合実技Ⅱ
○体育・スポーツ施設管理論

●基礎医療英語Ⅰ
●基礎医療英語Ⅱ
●情報リテラシー演習・DS概論
ホリデー留学
人間関係論
コミュニケーション論
異文化理解
社会福祉原論
社会保障
生涯福祉
ボランティア論
レクリエーション論

●レクリエーション実技Ⅰ
レクリエーション実技Ⅱ
健康とスポーツ
予防と介護
会計学
法学
民法・商法
社会学
日本国憲法
企業と倫理
生活と倫理
コンピュータ概論
心理学
臨床心理学
老年心理学
生命倫理
生涯学習論
自己啓発
地域福祉
児童福祉
老人福祉
障害福祉
オフィスコミュニケーションⅠ
オフィスコミュニケーションⅡ
国際コミュニケーションⅠ
国際コミュニケーションⅡ
国際コミュニケーションⅢ
SDGs概論
SDGs各論A
SDGs各論B
SDGs各論C
SDGs演習

○チーム医療論

○チーム医療演習
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カリキュラムツリー
健康医療スポーツ学部
医療スポーツ学科
アスリートコース

(2018年度～2022年度入学生）

実
践
能
力
の
獲
得

専
門
分
野
の
基
盤
構
築

専
門
的
思
考
の
育
成

教
養
と
専
門
分
野
へ
の
動
機
付
け

専門基礎科目
スポーツ指導，トレーナーとしての基礎知識を身につける

専門科目

保健体育教師，アスレティックトレーナーとしての
基礎知識と応用力を身につける

学
び
の
ス
テ
ッ
プ

DP1 スポーツ医科学を理解し、適切なトレーニ
ング法の指導知識を有し且つ実践できる。

DP2 スポーツ医科学を理解し，正しい健康状態・
体力の把握法の知識を有し且つ実践できる。

DP3 運動・スポーツの専門家として、積
極的に身体活動の普及指導ができる。

4

3

2

1

年
次 資格関連科目

教職に関する科目

教養科目
社会人としての教養を

身につける

学部共通
セミナー
コア

カリキュラム

就 職 ・ A T 試 験 ・ 教 員 採 用 試 験

キャリア形成

スポーツ指導者としての教養を
身につける

前期

後期

通年

● 必修

○ 選択

集中

●
ア
ド
バ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー

Ⅱ

A
・
Ⅱ

B

会計学
法学
民法・商法
社会学
日本国憲法
企業と倫理
生活と倫理

コンピューター概論
●コンピューター演習Ⅰ

コンピューター演習Ⅱ

心理学
生涯学習論
人間関係論
自己啓発
ボランティア論
社会福祉原論Ⅰ
社会福祉原論Ⅱ
社会保障
公的扶助
地域福祉
児童福祉
老人福祉
障害福祉

●基礎医療英語Ⅰ
●基礎医療英語Ⅱ

ビジネスコミュニケーションⅠ
ビジネスコミュニケーションⅡ
オフィスコミュニケーションⅠ
オフィスコミュニケーションⅡ
異文化コミュニケーション
国際コミュニケーションⅠ
国際コミュニケーションⅡ
国際コミュニケーションⅢ
ホリデー留学

●レクリエーション実技Ⅰ
レクリエーション実技Ⅱ

経
営
と
社
会

情
報
と
社
会

人
間
と
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

○インターンシップⅠ

○キャンプ実習

○学校ボランティアⅠ

○学校ボランティアⅡ

○キャリアプラン

○インターンシップⅡ

○教職概論
○教育原理
〇教育課程論
○発達心理学
○生涯学習論

○メディアと教育
○教育制度論
○地域生涯学習論

○教科教育法
（保健体育）Ⅱ

○教育方法・技術論
〇特別活動の指導法
〇道徳教育の指導法
○総合的な学習の時間

の指導法

〇教科教育法
（保健体育）Ⅰ

○教育方法・技術論
○生徒・進路指導法
○特別の支援を必要と

する子どもの理解
○教育相談

○教科教育法
（保健体育）Ⅳ

〇教科教育法
（保健体育）Ⅲ

〇介護体験実習Ⅰ
〇介護体験実習Ⅱ

〇教職実践演習
（中・高）

〇教育実習Ⅰ
〇教育実習Ⅱ
〇教育実習Ⅲ

〇スポーツ指導論
〇スポーツ栄養学

〇体育実技（陸上競技）
〇体育実技（武道）
〇体育実技（器械運動）
〇保健体育概論
〇スポーツ経営・管理学
〇学校保健
〇精神保健学Ⅱ

〇スポーツ心理学
〇スポーツトレーニング入門

〇トレーニング科学
○スポーツ倫理

DP4 運動・スポーツの専門家として、生涯

にわたって自ら学び続ける向上心を基に社
会貢献ができる。

〇スポーツ社会学
〇スポーツ医学入門

〇体育実技（体つくり運動）

〇体育実技（水泳）
〇体育実技（球技）
〇体育実技（ダンス）
〇公衆衛生学
〇精神保健学Ⅰ

○スポーツ指導実習

○アスレティックトレーナー現場実習Ⅲ

○アスレティックトレーナー現場実習Ⅱ
〇スポーツ現場実習

〇バイオメカニクス
〇予防とコンディショニングⅠ
○スポーツと食事
〇トレーニング実技Ⅰ

〇アスリートのメンタルマネジメント
○予防とコンディショニングⅡ
○アスレティックリハビリテーションⅠ
〇トレーニング実技Ⅱ

〇トレーニング科学演習
○運動生理学
〇スポーツ外傷・障害の基礎知識Ⅰ
〇スポーツ外傷・障害の基礎知識Ⅱ
〇検査・測定と評価Ⅱ
○救急処置

〇健康管理とスポーツ医学

〇検査・測定と評価Ⅰ

〇運動器の解剖と機能Ⅰ

○アスレティックトレーナーの役割
〇運動器の解剖と機能Ⅱ

〇アスレティックトレーナー特講Ⅰ
○アスレティックリハビリテーションⅡ

○アスレティックトレーナー特講Ⅱ

○アスレティックトレーナー現場実習Ⅰ

〇スポーツコンディショニング

〇栄養学
○臨床心理学Ⅰ
〇臨床心理学Ⅱ
〇老年心理学
〇発達心理学
〇アロマセラピーⅡ
〇健康とスポーツ

〇画像診断学

〇予防と介護

〇バイオエシックス
〇アロマセラピーⅠ

〇スポーツ医学
〇スポーツ生理学

〇スポーツマネジメント論
○コーチング論
○総合実技Ⅰ

○総合実技Ⅱ
○体育・スポーツ施設管理論

デンバー研修

レクリエーション論
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